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夫婦関係認知における評定項目の獲得困難性と平均点以上効果の関連 1) 

 

藪垣 将（東京大学大学院教育学研究科） 

 
自己の能力や特性に対する評定における平均点以上効果は、その生起が評定項目の獲得困難性に大きく依存して

いるとする先行研究に基づいて、本研究では夫婦関係認知における平均点以上効果の生起に評定項目の獲得困難

性が影響しているかどうかを検討した。予備調査として、夫婦関係認知項目が収集され、夫婦関係を捉える肯定的・否

定的側面が明らかとなった。本調査では、夫婦関係認知項目と評定項目の獲得困難性の関連が検討され、極めて強

い相関関係が示された。このことから、平均点以上効果は夫婦関係認知についても生起するロバストな現象であること、

平均点以上効果に評定項目の獲得困難性が大きく影響することが示された。 

 

キーワード：ポジティブ・イリュージョン、平均点以上効果、夫婦関係、中年期、獲得困難性 
 

問題と目的 

平均点以上効果と評定項目の獲得困難性 

平均的な他者との比較において、自身のさまざま

な能力や特性を「平均よりも上である」と捉えることは、

平 均 点 以 上 効 果 (e.g., Alicke, Klotz, 

Breitenbecher, Yurak, & Vredenburg, 1995)と呼

ばれる。先行研究においては国内外における多くの

研究者がポジティブ・イリュージョンの指標として平均

点以上効果を扱っており(e.g., Cohen & Fowers, 

2004; 外山・桜井, 2000)、平均点以上効果は信頼

性と妥当性が認められたポジティブ・イリュージョンの

測定方法の一つとして位置づけられている。 

平均点以上効果を生起させる要因の一つとして、

評定項目の容易さ及び困難さが指摘されている(e.g., 

Kruger, 1999; 工藤, 2004)。評定項目の獲得困難

性 2)とは、「その項目の能力や特性を獲得するのはど

の程度困難であるか」ということを意味する。例えば、

「マウスを使う」「車の運転」などは容易な事柄であり、

これらの能力に関する自身の能力を平均的な他者と

比較するように求めると平均点以上効果がみられた

一方で、「チェス」や「コンピューターのプログラミング」

といった困難な事柄については平均点以下効果が見

られた(Kruger, 1999)。さらに、工藤(2004)は、評定

対象を能力ではなく特性とし、また肯定的な側面だけ

でなく否定的な側面についても取り上げて、同様の結

果が見られることを確認した。これらの研究は、能力

や性格特性などの自己評定における平均点以上効

果を検討したものであった。 

 それでは、平均点以上効果に対する評定項目の獲

得困難性の影響は、どの程度ロバストな効果なのだ

ろうか。Klar & Giladi(1997)は、自身が所属してい

る集団のうち、見知らぬ他者 1 名について集団の平

均と比較させても平均点以上効果が生じることを示し、

平均点以上効果が平均との比較対象となる人物が自

分以外の者である場合にも生じる現象だということを

示した。また、外山(2002)は恋愛関係にある大学生を

対象に調査研究を行い、恋人認知、恋愛関係認知に

おいて平均点以上効果が生起することを示した。さら

に、Endo, Heine, & Lehman(2000)は、日本人、ア

ジア系カナダ人、ヨーロッパ系カナダ人の夫婦を対象

に調査を行い、それぞれの文化圏を超えて、同程度

の強さで夫婦関係認知における平均点以上効果が

みられることを示した。このように、自己に対する評定

のみならず、他者に対する評定においても、他者との

関係に対する評定においても、平均点以上効果がみ

られることは先行研究によって示されている。しかし、

これらの他者評定や関係評定における平均点以上

効果に対し、評定項目の獲得困難性がどのように影

響を及ぼしているのかについては、これまで明らかに

されていない。 

 平均点以上効果に評定項目の獲得困難性が影響

を及ぼすメカニズムについて、Kruger(1999)は、容

易な事柄の評定においては、他者にとってもそれが

容易であるということを考慮出来ないために平均点以

上効果が生起すると指摘している。また工藤(2004)

は同様の指摘に加え、人々の「平均」に対する知識が

乏しい可能性を指摘している。これらをまとめると、あ

る特性や能力などの評定の際に、「平均」を正確に考

慮出来ないことによって平均点以上効果が生起して

いると言える。「関係」のように間主観的な概念の特性

に対する評定においては、個人の平均に対する知識

が必要であることに加えて、その関係を構成する個人

の間の相互作用も考慮される必要があるために、個

人の能力や特性を対象とした評定の際に「平均」を想

定することと比して、関係の特性を対象とした評定の

際に「平均」を正確に考慮することは、同等もしくはそ



れ以上に困難となると考えられる。これらのことから、

関係認知においても、評定項目における平均点以上

効果に評定項目の獲得困難性が影響を及ぼしてい

ると予測される。 

中年期の夫婦関係認知 

 さて、本研究は中年期の夫婦関係について取り上

げる。中年期の定義の方法は様々あるが、本研究で

は石川(1997)を参考に、40 歳から 65 歳までの者を

中年期と定義した。中年期夫婦は、婚姻関係期間が

充分にながいと考えられる。つまり、夫婦関係認知は

ある程度の安定性を有していると考えられることから、

中年期の夫婦関係に焦点を当てることは関係認知得

点と評定項目の獲得困難性得点の関連を検討すると

いう本研究の目的に適していると判断した。もし、関

係認知得点と評定項目の獲得困難性得点のいずれ

かが容易に変動するならば、これら2変数の関連を検

討することの重要性は低減するものと思われる。 

夫婦関係認知における平均点以上効果は、2 つの

方法から検討されてきた。「好ましい特性を表す形容

詞」など夫婦関係に関する項目について自身の夫婦

関係の評定を求める方法(e.g., Fowers, Fisiloglu, 

& Procacci, 2008)と、夫婦関係満足度などの構成概

念を用いたもの(e.g., Fowers, Lyons, Montel, & 

Shaked, 2001)である。前者の方法は、研究者が用

意した項目が夫婦関係認知において重要であるかど

うかという点が不明である。また、後者の方法は、夫婦

関係を包括的に評価しているが、どのような観点から

夫婦関係を評価しているかが不明である。人々が自

身の夫婦関係をどのような観点から捉えているのかと

いうことを詳細に検討するためには、研究者が項目を

設定するのではなく、調査協力者から夫婦関係認知

の項目を収集する必要がある。 

以上をふまえ、本研究は平均点以上効果の生起に

おける評定項目の獲得困難性の効果が（1）関係認

知においても、（2）評定項目の感情価が肯定的な場

合だけでなく否定的な場合においても認められるかど

うかを検討することを目的とする。まず、予備調査を行

い、夫婦関係認知の項目を収集する。次に、予備調

査を通じて得られた項目について、肯定項目と否定

項目それぞれについて、平均点以上効果と評定項目

の獲得困難性の関連を検討する。 

 

方法 

予備調査 

項目の収集 夫婦関係がどのような観点から捉えられ

ているのかを明らかにするため、予備調査として夫婦

関係認知項目の収集を行った。予備調査は、面接法

と質問紙法を組み合わせて実施した。面接調査は、

夫婦関係にある女性 2名(平均年齢 48歳、平均婚姻

関係年数 23年 2 ヶ月)の協力を得て、夫婦関係認知

の項目収集を行った。面接所要時間は約 60 分だっ

た。質問紙は、研究者の知人を介して 41 組 82 名の

夫婦に配布し、郵送による返送を求めたところ、25 組

50名より回答を得た。有効回答数は44名で、有効回

答率は 54%だった。調査協力者の平均年齢は、夫は

56.5歳(SD = 7.21)、妻は 53.5歳(SD = 7.02)だった。

これら 2 種類の調査では、「御自身の夫婦関係を表

現するような言葉を出来るだけ沢山挙げて下さい」な

どと教示し、夫婦関係を表現する言葉を収集した。回

答に対しては、夫婦で相談しない旨を教示した。得ら

れたデータは KJ 法を参考にして整理を行った。さら

に、内容的妥当性や分かり易さなどについて検討を

加え、最終的に肯定的な項目 58 個、否定的な項目

30個の計 88項目が作成された。 

本調査 

調査協力者と質問紙の構成 本研究は、工藤(2004)

の研究枠組みに倣い、平均点以上効果と評定項目

の獲得困難性の関連を検討した。まず、中年期の夫

婦を対象に 80 組 160 名に質問紙を配布した。質問

紙の配布方法は次の 2 つの方法を組み合わせた。1

つ目は、訪問留置郵送回収法を用いて、7 組の夫婦

に質問紙への回答を求めた。2 つ目は、調査者の知

人を介して、73 組の夫婦に質問紙を配布し、郵送で

の返送を求めた。質問紙には返信用封筒と説明書を

同梱し、回答例を示した他、夫婦で相談せずに回答

することなどを教示した。 

予備調査から作成された 88 項目について、自身

の夫婦関係がどの程度当てはまるかを尋ね、回答を

求めた。教示は、予備調査で作成した夫婦関係認知

項目それぞれに対して「あなたが思われる平均的な

夫婦関係に比べて、あなた自身の夫婦関係にどの程

度当てはまりますか？」と行い、「1.あてはまらない」か

ら「5.あてはまる」までの 5 件法で評定を求めた（以降、

関係認知得点とする）。理論的中央値である3は、「ど

ちらともいえない」とした。さらに、同じ 88 項目につい

て、自身の夫婦関係がその特性を獲得することはど

の程度難しいかということについて尋ね、回答を求め

た。教示は、肯定的な項目については「あなた自身の

夫婦関係に関して、そうである事がどの程度容易か

困難であるかをお答え下さい」と行った。否定的な項

目については、「あなた自身の夫婦関係に関して、そ

うでは無い事がどの程度容易か困難であるかをお答

え下さい」と行った。回答については、「1.非常に容易」

から「7.非常に困難」までの 7件法で評定を求めた(以



降、獲得困難性得点とする)。 

 

結果 

データの処理 

 46組 92名より回答を得た。回収率は 57.5%であっ

た。有効回答は 84名(52.5%)で、欠損値は平均値補

完法を用いて補完した。 

 続いて、関係認知項目について、肯定項目・否定

項目の評定方向をそろえるために、否定項目に対

する評定を 6から減じて逆転させた。さらに、各

評定から 3を減じることで、肯定項目については

平均より自分に当てはまるという回答が正に、平

均より自分に当てはまらないという回答が負にな

るように、否定項目については平均より自分に当

てはまるという回答が負に、平均より自分に当て

はまらないという回答が正になるようにした。こ

の手続きにより、肯定項目・否定項目のいずれに

おいても、関係認知項目得点が正の値を取る場合

は平均的な夫婦関係に比べ自身の夫婦関係を好ま

しく捉えており、負の値を取る場合は平均的な夫

婦関係に比べ自身の夫婦関係を好ましく捉えてい

ないということを意味する。 

次に、各項目について、関係認知得点および獲得

困難性得点の記述統計量を算出した。それぞれにつ

いて、以下の Table1 – Table3に示す。 

最後に、予備調査で作成した88項目を対象に、関

係認知得点と獲得困難性得点について相関分析を

行った。

 

Table1 関係認知項目（肯定語）の記述統計（n = 84） 

 

注．平均点以上効果が見られた項目は太字で表記し、アスタリスクをつけた。 

 



Table2 関係認知項目（否定語）の記述統計（n = 84） 

 

注．平均点以上効果が見られた項目は太字で表記し、アスタリスクをつけた。 

 

相関分析 

 肯定項目については、関係認知得点の平均値は

0.65(SD = 0.39)、獲得困難性得点の平均値は

2.91(SD = 0.43)だった。一方、否定項目については、

関係認知得点の平均値は 0.95(SD = 0.53)、獲得困

難性得点の平均値は 3.64(SD = 0.19)だった。項目

全体では、関係認知得点の平均値は 3.10(SD = 

0.88)、獲得困難性得点の平均値は 3.16(SD = 0.51)

であった。続いて、関係認知得点と評定項目の獲得

困難性得点の相関を検討した。肯定項目については、

r = -.94(n = 58, p <.01; 95% CIs [-.96, -.90])と、有

意で極めて高い相関係数が得られた。これは、ある評

定項目について、その特性を獲得することが困難で

ある程、自身の夫婦に当てはまらないということを意

味する。一方、否定項目については、r = -.71(n = 30, 

p <.01; 95% CIs [-.85, -.46])と、有意で極めて高い

相関係数が得られた。これは、ある評定項目につい

て、その特性を排除することが困難である程、自身の

夫婦に当てはまるということを意味する。また、項目全

体では、r = -.78(n = 88, p <.01; 95% CIs [-.85, 

-.68])と有意で極めて高い相関係数が得られた。この

結果から、評定項目が獲得容易である程、平均点以

上効果が増大する傾向が示された。 

 

考察 

 本研究は、中年期における夫婦関係認知に焦点

を当てて、平均点以上効果に評定項目の獲得困難

性が及ぼす影響について検討を行った。 

まず、夫婦関係認知項目を収集し、どのような観点

から夫婦関係が認知されているのかを明らかにした。

さらに、それらの特性を自身の夫婦関係が獲得する

のはどの程度困難あるいは容易なのかが示された。

夫婦関係認知がどのような認知次元から成るのかを

示した研究はこれまでに見当たらず、重要な知見で

あると考えられる。 

夫婦関係認知の項目の多くにおいては、肯定的な

内容および否定的な内容のいずれについても 99%

信頼区間が正の値を取っており、平均点以上効果が

認められた。一方、すべての項目において平均点以

下効果は認められなかった（Table1, Table2）。これ

らのことから、人々は自身の夫婦関係を好ましく捉え

る傾向があることが示唆された。 

次に、評定項目の獲得困難性について、先行研究

の知見から自己認知においては肯定困難語、肯定容

易語、否定困難語、否定容易語の 4種類の特性語の

存在が示されている(e.g., 工藤, 2004)。しかし、本研

究で扱った夫婦関係認知においては、肯定困難語

および否定困難語(獲得困難性得点の理論的平均値

が 4を上回る項目)は 88項目中わずか 4項目であっ

た。つまり、多くの夫婦は自身の夫婦関係の特性につ

いて、一部を除き、肯定的な内容の特性を獲得するこ

と及び否定的な内容の特性を排除することは容易だ

と感じる傾向が示された。今後、それぞれの項目につ

いて獲得困難性得点がどのような意味を有するのか

について検討することが望まれる。例えば、「趣味が

同じである」という項目は獲得困難性得点が理論的平



Table3 関係認知項目の獲得困難性得点 

 

 

均値の 4 を上回っており、夫婦で一致した趣味を有

することが困難であると解釈出来るが、夫婦で趣味が

異なることが必ずしも夫婦関係に悪影響を及ぼしてい

るとは限らないと考えられる。 

 夫婦関係認知における平均点以上効果と評定項目

の獲得困難性の関連について、自己の能力や特性

の認知だけでなく、関係認知においても評定項目が

獲得容易である程、平均点以上効果が増大する傾向

が示された。さらに、平均点以上効果に対する獲得

困難性の効果は、肯定項目と否定項目のいずれにも



認められた。これらの結果は Kruger(1999)や工藤

(2004)の結果との一貫性が認められ、平均点以上効

果を生じさせる獲得困難性の効果はロバストなもので

あることが示された。 

本研究の限界として、質問紙の回収率の低さが挙

げられる。本研究の回収率は57.5%であり、充分に高

いとは言えず、サンプルが偏っている可能性がある。

夫婦関係が良好な場合に回答率が高まっているとす

れば、評定項目の獲得困難性得点に偏りが生じてい

る可能性は否定出来ない。しかし、本研究において

は、全ての獲得困難性項目の標準偏差を参照し、項

目得点において充分な得点の散らばりが得られたと

判断した。 

最後に、平均点以上効果と評定項目の獲得困難

性は、円環的因果律の関係にあると考えられる。つま

り、夫婦関係のある性質に関して、自身の夫婦関係

に当てはまらないためにその性質を獲得するのは困

難だと評しているのか、その性質を獲得するのが困難

だから自身の夫婦関係にも当てはまらないと評してい

るのかについては不明である。しかし、臨床的な介入

によって評定項目の獲得困難性が変化すれば、それ

に伴って関係認知も変動すると考えられる。そこで今

後の課題として、効果的な臨床的介入の方法につい

て手がかりを得るために、評定項目の獲得困難性が

形成されるプロセスを明らかにすることが期待される。 
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註 
1) 本論文は、平成 20 年度修士論文（東京大学大学

院教育学研究科）の一部について、データを再分

析し、加筆・修正したものである。 

2) 工藤（2004）においては「獲得容易性」と呼ばれて

いるが、本研究においては項目の得点が大きいほ

どその特性を獲得するのが困難であるということを

意味するため、獲得困難性とした。 

 本研究では関係認知における肯定的な性質と否

定的な性質の双方を取り上げるため、評定項目の

獲得困難性が意味するところは、厳密には、肯定

的な性質の獲得の困難性と否定的な性質の排除

の困難性の 2 種類となる。が、記述の簡潔化のた

め、本論文においてはこれらをまとめて獲得困難

性と記述する。 

 



 

Correlation between the above-average effect and effect of ease/difficulty 

of acquiring traits in the cognition of marital relationships 
 

Sho YABUGAKI (Graduate School of Education, The University of Tokyo) 

 

A considerable amount of studies have been conducted on above-average effect on the abilities or traits 

of self, and these researches show whether the above-average effect is occurred or not depends on the effect 

of ease/difficulty of acquiring abilities or traits. This study was conducted to examine whether the same 

mechanism can apply to relational traits and both positive and negative traits. The results revealed that 

the occurrence of above/below-average effects were dependent on the effect of ease/difficulty of acquiring 

traits. In addition, this finding suggests that the above-average effect is robust phenomenon. The results 

are discussed in terms of research methods of positive illusions. 

 

Keywords: positive illusions, above-average effect, marital relationships, middle years, ease/difficulty of  

acquiring traits. 

 


